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新
鋭
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
グ

一
九
八
一
年
五
月
、
世
界
注
目
の
う
ち
に
フ
ラ
ン

ス
に
ミ
ソ
テ
ラ
ン
政
権
か
誕
生
し
た
。
と
の
よ
う
な

新
政
策
を
打
出
す
か
は
、
こ
れ
ま
た
多
く
の
人
々
の

注
視
す
る
と
こ
ろ
て
あ
っ
た
か
、
ミ
ソ
テ
ラ
ン
大
統

領
の
下

r

モ
ロ
ワ
首
相
の
率
い
る
新
内
閣
は
、
「
科
学

研
究

(
r
e
c
h
e
r
c
h
e
s
)
」
と
「
文
化

(
c
u
l
t
u
r
e
)
」を

最
重
点
政
策
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

、
そ
し
て
科
学
研
究
・
産
業
大
臣
に
は
実
力
者
の
ン

ュ
ヴ
ェ
ー
ヌ
マ
ン
が
、
文
化
大
臣
に
は
恐
ら
く
誰
も

予
想
し
な
か
っ
た
弱
冠
四
一
オ
の
新
人
、
ジ
ャ
ゾ
ク
・

ラ
ン
グ
か
起
用
さ
れ
た
。

シャック・ラング文化大臣

で演る法 1

も劇がの大国
あの‘敦学立
る専同授のナ
‘門時で国ン

ラ家にあ際シ

文
化
大
臣
の
登
場

、、

文
化
省
予
算
の
倍
増

ン
ク
新
文
化
大
臣
は
、
世
界
的
に
も
有
名
な
ナ
ン
ン

ー
国
際
大
学
演
劇
祭
の
主
宰
者
と
し
て
活
躍
し
て
き

た
人
物
で
あ
り
、
日
本
の
演
劇
に
も
計
し
い
。

文
化
人
て
あ
り
、
か
つ
若
い
だ
け
あ
っ
て
そ
の
セ

ン
ス
の
良
さ
は
抜
群
て
あ
る
。
昨
年
四
月
に
ミ
ー
テ

ラ
ン
大
統
領
と
と
も
に
来
日
し
た
際
、
ラ
ン
グ
文
化

大
臣
は
、
ミ
ノ
テ
ラ
ン
夫
人
と
一
緒
に
上
野
の
国
立

西
洋
美
術
館
に
お
け
る
「
ミ
レ
ー
の
『
晩
鐘
』
と
一

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
名
画
限
」
の
開
会
式
に
出
席
し
た

か
、
ス
ケ
ジ
ュ
—
ル
の
都
合
で
到
箔
が
か
な
り
遅
れ

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
昧
ラ
ン
グ
文
化
大
臣
は
、
す
か
さ
す

ス
ピ

i
チ
の
中
で
「
開
会
は
遅
れ
た
が
、
実
は
ミ
レ
ー

の
『
晩
鐘
』
は
ち
ょ
う
ど
今
頃
、
晩
鐘
か
闘
え
て
く
る

時
間
に
鑑
裳
す
る
の
か
一
番
良
い
の
て
す
：
・
・
:
」
と

実
に
さ
わ
や
か
に
挨
拶
を
し
た
の
で
、
い
さ
さ
か
待

ち
く
た
ひ
れ
て
い
た
人
々
の
気
持
も
一
隣
の
う
ち
に

和
ら
き
、
満
場
の
拍
手
喝
釆
を
得
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

呆
た
し
て
ど
の
よ
う
な
文
化
政
策
を
展
開
す
る
の

だ
ろ
う
か
と
人
々
が
期
待
と
関
心
を
持
っ
て
見
守
る

中
て
、
ラ
ン
グ
新
文
化
大
臣
は
、
子
想
を
遥
か
に
上

廻
る
鮮
や
か
な
政
策
を
打
出
し
た
。

そ
れ
は
、
一
九
八
―
一
年
の
文
化
省
関
係
子
算
を
、
前
―

年
度
に
比
ヘ
一
拠
に
倍
増
し
た
の
で
あ
る
。
正
確
に
，ー

い
え
ば
、
前
年
度
の
一

0
一
パ
ー
セ
ン
ト
増
で
あ
る
。
一

過
去
一

0
年
間
、
文
化
省
予
算
の
政
府
全
体
予
算

に
占
め
る
割
合
は
0
•

五
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
り
、

特
に
最
近
、
一
九
七
九
年
、
八

0
年
、
八
一
年
と
次

第
に
下
降
線
を
た
ど
っ
て
き
た
。
一
九
八
一
年
に
お

け
る
文
化
省
予
算
は
、
総
額
二
九
億
七
七

0
0
万
フ

ラ
ン
(
―
フ
ラ
ン
約
四

0
円
と
す
れ
ば
、
約
―
二

0

0い
佗
門
、
政
府
予
算
全
体
の

0
•

四
九
パ
ー
セ
ン

ト
て
あ
っ
に
が
、
こ
れ
が
一
九
八
二
年
に
は
、
一
気

に
倍
増
さ
れ
、
五
九
億
九
四

0
0
万
フ
ラ
ン
（
約
二

四

0
0
億
円
）
、

O・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
シ
ェ
ア

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
内
容
を
み
る
と
、
芸
術
創
造
援
助
（
九

0
0

パ
ー
セ
ン
ト
増
）
、
地
方
文
化
振
興
（
四
八

0
バ
ー

植

木

文
部
省
学
術
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局
蔽
談
官
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セ
ン
ト
増
）
、
読
書
活
動
・
図
書
（
三

0
八
パ
ー
セ

ン
ト
増
）
、
映
画
・
視
聴
覚
（
二
五

0
バ
ー
セ
ン
ト

増
）
、
国
際
交
流
（
前
年
度
予
算
額
が
極
め
て
少
額

で
あ
っ
た
た
め
三
、
三
四
九
パ
~
セ
ン
ト
増
）
な
ど

が
特
に
著
し
い
飛
躍
的
な
の
ぴ
を
示
し
て
い
る
。

さ
ら
に
経
費
の
種
別
で
み
る
と
、
運
営
費
、
施
設

費
が
と
も
に
一
・
六
倍
増
、
運
営
費
補
助
が
三
・
ニ

倍
増
、
施
設
費
補
助
が
ニ
・
三
倍
増
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
ン
グ
文
化
大
臣
に
よ
れ
ば
、
こ
の
倍
増
政
策
に

ひ
き
つ
づ
き
、
さ
ら
に
一
九
八
三
年
に
は
、
文
化
省

予
算
を
政
府
全
体
予
算
の
一
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
も

っ
て
行
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
こ
の

方
針
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
を
は
じ
め
モ
ロ
ワ
首

相
や
蔵
相
の
全
面
的
な
支
持
を
得
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

一
九
五
九
年
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
が
政
権
を
と
っ
た

時
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
じ
め
て
文
化
省
が
設
置
さ
れ
、

ァ
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
が
初
代
文
化
大
臣
に
任
命
さ

れ
た
が
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
文
化
政
策
史
上
画
期
的

な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
グ
文
化
大
臣
に
よ
れ
ば
、

こ
の
時
で
さ
え
文
化
省
予
算
は
、
政
府
予
算
全
体
の

0
•

三
五
バ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
翌
一
九
六
0
年
に

0
•

三
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ

に
比
ぺ
れ
ば
、
い
か
に
今
回
の
予
算
倍
増
が
思
い
切

っ
た
も
の
で
あ
る
か
が
分
か
る
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
。

ラ
ン
グ
文
化
大
臣
は
、
一
昨
年
九
月
の
国
民
議
会

に
お
け
る
予
算
説
明
に
お
い
て
、
一
九
五
九
年
に
文

化
省
が
誕
生
し
て
か
ら
二
十
二
年
間
、
長
く
貧
し
い

意
し
、
創
造
す
る
能
力
を
養
い
、
自
由
に
オ
能
を
表

現
し
、
各
自
の
選
択
に
従
い
芸
術
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
社
会
全
体
の
共
通
の
利
益
の

た
め
に
、
国
・
地
方
・
各
種
社
会
団
体
の
文
化
財
の

保
存
に
努
め
、
さ
ら
に
芸
術
作
品
お
よ
ぴ
知
的
作
品

の
創
造
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
多
数

の
人
々
が
そ
れ
ら
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
機

会
を
与
え
、
か
つ
世
界
の
文
化
の
自
由
な
交
流
の
中

で
フ
ラ
ン
ス
文
化
・
芸
術
の
普
及
に
貢
献
す
る
こ
と

を
任
務
と
す
る
。
」
（
一
九
八
二
年
五
月
一

0
日
文
化
省

設
置
に
関
す
る
政
令
第
八
二
三
九
四
号
第
一
条
）

こ
の
両
者
を
比
較
す
る
と
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の

新
し
い
文
化
政
策
が
、
芸
術
の
創
造
活
動
へ
の
援
助
、

芸
術
教
育
そ
し
て
国
際
文
化
交
流
を
改
め
て
強
調
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の
文
化
政
策
の
最
重
点
事
項
を

三
つ
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
第
一
に
芸
術
創
造
活

動
へ
の
援
助
｀
第
二
に
芸
術
文
化
の
地
方
分
散
化
の

推
進
、
第
三
に
芸
術
教
育
の
振
興
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。①

芸
術
創
造
活
動
へ
の
援
助

近
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
政
策
に
お
い
て
は
、
そ

の
重
点
は
文
化
財
の
保
護
に
置
か
れ
て
き
た
。
文
化

省
予
算
の
最
も
大
き
な
シ
ェ
ア
ー
は
文
化
財
関
係
で

占
め
ら
れ
て
い
る
。
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
前
大

統
領
は
特
に
文
化
財
の
保
護
に
力
を
入
れ
、
一
九
八

新
文
化
政
策
の
三
つ
の
重
点

少
女
時
代
を
経
て
よ
う
や
く
文
化
省
は
大
人
に
な
り
、

そ
し
て
前
代
未
聞
の
予
算
の
倍
増
と
い
う
こ
と
で
、

今
や
文
化
省
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
お
け
る
現
代
の

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
で
あ
る
と
演
説
し
て
い
る
。

国
会
に
お
け
る
大
臣
の
演
説
の
中
で
、
シ
ン
デ
レ

ラ
の
物
語
が
引
用
さ
れ
る
の
は
、
い
か
に
も
文
化
の

香
り
高
い
フ
ラ
ン
ス
な
ら
で
は
の
話
で
あ
る
。

新
文
化
政
策
の
基
本
的
理
念

フ
ラ
ン
ス
の
新
し
い
文
化
政
策
の
基
本
的
な
埋
念

を
示
す
キ
ー
・
ワ
ー
ド
は
「
人
生
へ
の
権
利
(le
d
r
o
i
t
 

a
 la 
v
i
e
)
」
と
い
う
語
で
あ
る
。
（
註
1
)

そ
し
て
こ
れ
を
支
え
る
も
の
と
し
て
「
労
働
へ
の

権
利

(le
d
r
o
i
t
 
a
u
 
t
r
a
v
a
i
l
)
」
と
並
ん
で
「
美
ヘ

の
権
利

(le
d
r
o
i
t
 
a
 la 
b
e
a
u
t
e
)
」
が
あ
る
。

こ
の
「
美
へ
の
権
利
」
は
、
「
幸
福
へ
の
権
利

(le

d
r
o
i
t
 
a
u
 
b
o
n
h
e
u
r
)
」
と
い
い
か
え
ら
れ
て
い
る

場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
市
民
が
美
的
作
品
を
楽

し
み
、
享
受
す
る
権
利
で
あ
り
、
も
し
才
能
が
あ
る
な

ら
ば
、
自
ら
美
的
作
品
を
創
造
す
る
権
利
で
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
大
衆
は
、
芸
術
を
受
身
に
よ
る
「
消
費

(
c
o
n
s
o
m
m
a
t
i
o
n
)
」
の
対
象
と
し
て
い
た
が
、
も
っ
と

能
動
的
に
こ
れ
ら
に
直
接
参
加
し
、
自
ら
実
行
す
る

こ
と
へ
の
要
請
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

モ
ロ
ワ
首
相
は
、
昨
年
六
月
に
マ
チ
ス
美
術
館
を

訪
れ
て
演
説
し
、

「
我
々
は
、
例
え
す
べ
て
が
マ
チ
ス
や
ピ
カ
ソ
の

よ
う
で
な
く
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
自
ら
の
人
生
に
お

C
年
は
「
文
化
財
の
年
」
と
さ
え
い
わ
れ
た
ほ
ど
で

あ
る
。ラ

ン
グ
文
化
大
臣
は
、
「
創
造
し
な
い
社
会
は
、
滅

ぴ
て
行
く
だ
ろ
う
L

と
、
国
会
に
お
け
る
予
算
説
明

の
際
に
も
強
調
し
、
文
化
財
よ
り
も
芸
術
創
造
活
動

に
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
政
策
の
新
た
な
重
点
を
置
こ
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
か
と
い
っ
て
文
化
財
保
護

を
軽
視
し
て
い
る
訳
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
文
化
財
か
ら
の
文
化
の
吸
収
な
く
し
て
新
し
い

芸
術
の
創
造
は
生
ま
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
従
来
、
文
化
財
保
護
政
策
の
あ
ま
り
の
大
き

さ
と
重
み
の
た
め
に
、
長
い
間
、
文
化
政
策
の
中
で

「
創
造
活
動
へ
の
援
助
」
が
息
苦
し
く
圧
迫
さ
れ
て
い

た
の
で
、
そ
れ
を
あ
る
べ
き
姿
に
解
放
し
よ
う
と
い

う
の
が
ラ
ン
グ
文
化
大
臣
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る。
こ
の
よ
う
な
創
造
活
動
へ
の
援
助
の
具
体
的
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
、
次
の

よ
う
な
大
胆
な
諸
事
業
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
れ
は

新
オ
ペ
ラ
座
の
建
設
、
国
際
音
楽
都
市
の
設
置
、
国

立
造
型
美
術
セ
ン
タ
ー
の
新
設
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら

に
一
九
八
九
年
に
パ
リ
万
国
樽
院
会
の
開
催
、
そ
れ

と
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
二

0
0
年
祭
の
挙
行
を
宣

言
し
て
い
る
。

②
文
化
の
地
方
分
敬
化
の
推
進

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
政
治
も
行
政
も
文
化
も
、
す
べ

て

パ

リ

に

集

中

し

て

い

る

。

．

文
化
の
「
地
方
分
散
化

(
d
e
c
e
n
t
r
a
l
i
s
a
t
i
o
n
)

」

い
て
俳
優
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
人
生
に

何
等
か
の
意
味
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

述
べ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
新
文
化
政
策
の
基
本
的
理
念
で
あ
る

「
人
生
へ
の
権
利
」
「
美
へ
の
権
利
」
を
、
実
に
見
事

な
比
喩
で
表
現
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
じ
め
て

文
化
省
が
設
置
さ
れ
た
の
は
一
九
五
九
年
ド
ゴ
ー
ル

政
権
の
誕
生
と
と
も
に
で
あ
り
、
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領

の
片
腕
と
い
わ
れ
た
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
が
初
代

文
化
大
臣
と
し
て
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
文
化
政
策
の

基
礎
を
築
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
フ
ラ

ン
ス
の
文
化
政
策
は
、
最
近
ま
で
一
九
五
九
年
に
文

化
省
設
置
令
に
よ
っ
て
文
化
省
に
与
え
ら
れ
た
任
務

を
基
本
と
し
て
展
開
さ
れ
て
来
た
。

「
文
化
省
は
‘
で
き
う
る
限
り
多
数
の

7
ラ
ン
ス

国
民
が
、

7
ラ
ン
ス
お
よ
ぴ
人
類
の
重
要
な
作
品
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
か
つ
、
フ
ラ
ン

ス
の
文
化
財
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
が
親
し
む

機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
芸
術
作
品
及
ぴ
そ
れ

を
豊
か
に
す
る
知
的
作
品
の
創
造
を
奨
励
す
る
こ
と

を
任
務
と
す
る
。
」
(
-
九
五
九
年
七
月
二
四
日
文
化

省
設
置
に
関
す
る
政
令
第
五
九
八
八
九
号
第
＿
条
）

ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
に
お
い
て
は
、
文
化
政
策
が
最

重
点
の
―
つ
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
文
化
省
の

任
務
に
つ
い
て
も
、
そ
の
基
本
的
方
向
に
の
っ
と
り
｀

次
の
よ
う
に
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

「
文
化
省
は
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
が
、
創

は
、
マ
ル
ロ
ー
時
代
か
ら
す
で
に
文
化
政
策
の
柱
と

し
て
重
点
的
に
掲
げ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

パ
リ
以
外
の
各
地
域
に
お
け
る
文
化
の
拠
点
と
し
て

「
文
化
の
家
(
m
a
i
s
o
n
d
e
 la 
c
u
l
t
u
r
e
)
」
が
整
備
さ

れ
て
き
た
。

ラ
ン
グ
文
化
大
臣
は
、
「
文
化
の
地
方
分
散
化
は
、

新
た
な
出
発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
、

文
化
省
で
こ
れ
を
担
当
す
る
「
文
化
開
発
部
」
を
新

設
し
、
地
方
文
化
関
係
補
助
金
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
地
方
に
お
け
る
芸
術
奨
学
金
制
度
の
新
設
、
各

都
市
に
芸
術
家
の
ア
ト
リ
エ
の
建
設
、
地
方
美
術
館

に
お
け
る
作
品
買
上
げ
の
増
額
な
ど
の
諸
施
策
を
企

画
、
検
討
中
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

モ
ロ
ワ
首
相
も
、

「
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
バ
リ
だ
け
が
都
市
で
は
な
い
筈

だ
。
未
来
の
マ
チ
ス
や
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
達
が
、
オ
能

の
花
を
開
か
せ
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
地
方
か
ら
（
パ

．． 

リ
に
）
亡
命
し
な
く
て
も
、
本
来
の
家
庭
環
境
の
中

で
、
そ
の
才
能
を
開
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
唱
え
、
ラ
ン
グ
文
化
大

臣
の
地
方
分
散
化
政
策
を
支
持
し
て
い
る
。
（
註
2
)

③
芸
術
教
育
の
振
興

芸
術
の
創
造
は
、
ま
ず
芸
術
家
の
活
動
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
あ

ら
ゆ
る
部
面
で
、
国
民
の
芸
術
創
造
活
動
へ
の
関
心

を
呼
び
起
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
芸
術
創

造
活
動
の
基
盤
を
造
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
第
三
共
和
制
(
-
八
七

0
年
1

一
九
四

0
年
）
が
、

-2l- -20― 



昔
、
公
教
育
制
度
を
フ
ラ
ン
ス
全
土
に
普
及
、
整
備

し
た
よ
う
に
、
我
々
は
文
化
を
学
校
の
中
に
、
芸
術

教
育
を
人
材
養
成
の
中
に
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。」（註

3
)
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
立
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
文
化
省
は
、
教
育
省
と
と
も
に
芸
術
教
育

の
改
革
に
つ
い
て
準
備
中
で
あ
る
。

勿
論
こ
の
場
合
の
芸
術
教
育
は
、
過
去
の
優
れ
た

古
典
を
通
じ
て
の
教
育
だ
げ
で
は
な
く
、
現
代
に
お

け
る
芸
術
創
造
を
目
標
に
す
え
た
芸
術
教
育
を
構
想

し
て
い
る
模
様
で
あ
り
、
芸
術
教
育
に
関
す
る
法
案

を
検
討
中
と
聞
い
て
い
る
。

以
上
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
政
策
の
最
近
に
お
け
る
新

し
い
方
向
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
述
べ
た
が
、
文

化
政
策
に
対
す
る
新
政
権
の
力
の
入
れ
よ
う
は
大
変

な
も
の
が
あ
る
。

ラ
ン
グ
文
化
大
臣
は
、
文
化
政
策
は
、
文
化
に
対

す
る
フ
ラ
ン
ス
全
体
の
大
い
な
る
希
望
の
表
明
て
あ

り
、
さ
ら
に
文
明
へ
の
希
望
の
表
明
で
あ
る
と
主
張

す
る
。
そ
し
て

「
文
化
省
は
‘
美
術
や
純
粋
に
芸
術
的
な
活
動
の
た

め
に
の
み
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
全
体
の
計
画
の
た

め
、
つ
ま
り
、
生
活
を
変
革
す
る
『
文
明
の
計
画

(
p
r
o
j
e
t
 
d
e
 
c
i
v
i
l
i
s
a
t
i
o
n
)
,
の
た
め
に
存
在
す
べ
き

も
の
で
あ
る
〗
と
述
べ
て
い
る
。
（
註4
)

こ
の
よ
う
に
幅
の
広
い
構
想
は
、
関
係
各
省
の
協

力
な
し
に
一
省
の
力
の
み
で
は
有
効
に
行
い
得
る
も

社
会
の
活
性
化
を
目
指
し
た
文
化
政
策

の
で
は
な
い
。
芸
術
教
育
の
改
革
か
、
教
育
省
の
協

力
な
し
で
は
行
い
得
な
い
よ
う
に
・
:
・
:
。
そ
こ
で
文

化
省
と
し
て
は
、
率
先
し
て
政
府
全
体
に
文
化
を
夜

延

(
c
o
n
t
a
m
i
n
e
r
)

さ
せ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
意
気
込
ん
で
い
る
，

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
を
始
め
ヨ
ー
ロ
ゾ
パ
諸
国

を
毅
っ
て
い
る
こ
の
経
済
危
機
の
さ
な
か
に
、
な
ぜ

フ
ラ
ン
ス
は
文
化
省
関
係
予
算
を
凧
点
的
に
と
り
あ

げ
‘
倍
増
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

モ
ロ
ワ
首
相
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
文
化
こ
そ
は
社
会
の
基
礎
で
あ
り
、
国

家
吐
会
発
展
計
画
の
中
核
で
あ
る
。
文
化
の
削
造
こ

そ
は
社
会
の
活
力
の
し
る
し
で
あ
り
、
か
つ
原
動
力

と
な
る
か
ら
だ
。

第
二
と
し
て
首
相
が
あ
げ
て
い
る
の
は
、
経
済
危

機
の
も
と
で
、
文
化
政
策
は
、
こ
れ
を
克
服
す
る
成
功

の
健
の
一
っ
を
据
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

つ
ま
り
経
済
危
機
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
「
経
済
L

の
み
な
ら
ず
「
技
術
」
と
「
文
化
」
と
い
う
合
計
三

つ
の
角
度
か
ら
の
接
近
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
文
化
は
、
生
ぎ
る
意
欲
で
あ
り
、
失
業
と
経
済

危
機
に
直
面
し
て
い
る
人
々
を
励
ま
す
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
文
化
は
、
時
に
は
経
済
発
展
そ
の
も
の
を

促
す
い
わ
は
手
段
と
も
な
り
得
る
も
の
だ
と
し
て
い

る
。
他
の
分
野
の
投
査
が
一

0
年
、
一
五
年
と
い
う

長
期
間
か
か
っ
て
効
果
が
表
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
文
化

へ
の
投
資
は
、
も
っ
と
短
期
間
に
流
通
を
作
り
出
す

g‘’ 

こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
と
い
う
。

一
九
八
九
年
に
開
か
れ
る
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
つ

い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
か

ら
、
活
動
と
創
造
の
場
を
広
く
開
拓
、
提
供
す
る
も

の
と
し
て
期
待
を
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
文
化
政
策
の
大
構

想
か
、
具
体
的
な
段
階
で
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
さ

れ
、
実
施
含
れ
て
行
く
か
は
‘
誠
に
興
味
深
い
と
こ

ろ
て
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
と
思
う
。

註
1
ジ
ャ
ソ
ク
・
ラ
ン
ク
文
化
大
臣
の
国
民
議
会

に
お
け
る
予
算
説
明
な
ど
て
、
こ
の
「
le
d
r
o
i
t
 
a
 la 

vieL
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
「
le
d
r
o
i
t
 
a
 l'venir 

（
未
朱
へ
の
権
利
ご
と
使
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

英
訳
て
は
「
t
h
e
right 
of 
e
x
i
s
t
e
n
c
e
」
と
な
っ
て
い

る
C

註
2

一
九
八
一
一
年
六
月
マ
チ
ス
美
術
館
に
お
け
る

演
説
。

註
3

右
同
。

．． 

註
4
F
r
a
n
c
e
,

u
n
e
 
a
m
b
1
t
1
0
n
 
n
o
u
v
e
l
l
e
 
p
o
u
r
 

la 
c
u
l
t
u
r
e
 
(
I
'
ラ
ン
ス
文
化
省
編
）
一
ペ
ー
ジ
。

写
真
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ラ
ン
グ
文
化
大
臣

提
供
ー
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
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図 1 1959年マルローによる創設当時の文化省の機構

'Vie culturelleet pouviis 

publics,(La Documentation 

fr>nQ•ise) (1972)による。

第
三
共
和
制
時
代
の
「
芸
術
政
策
」

ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
第
五
共
和
制
の
発
足
と
と
も

に
、
一
九
五
九
年
フ
ラ
ン
ス
に
は
じ
め
て
文
化
省
が

設
置
さ
れ
、
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
が
初
代
大
臣
に

任
命
さ
れ
た
が
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
行
政
の
機

構
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
マ
ル
ロ
ー
の
文
化
省
の
系

譜
を
承
継
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

勿
論
、
第
五
共
和
制
よ
り
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
に
、

文
化
関
係
の
行
政
組
織
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。

第
三
共
和
制
(
-
八
七

0
年
1
一
九
四

0
年
）
の

時
代
に
は
独
立
し
た
文
化
省
は
な
く
、
教
育
省
の
所

管
の
も
と
に
芸
術
庁
(
S
e
c
r
e
t
a
r
i
a
t
a
u
x
 b
e
a
u
x
,
a
r
t
s
)
 

が
置
か
れ
、
文
化
行
政
を
担
当
し
て
い
た
。
（
た
だ
し

例
外
と
し
て
第
三
共
和
制
の
初
期
に
、
ほ
ん
の
一
時
、

芸
術
省
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
極
め
て
短

期
間
で
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
）

第
三
共
和
制
に
お
い
て
は
、
近
代
国
家
と
し
て
の

教
育
制
度
の
確
立
に
全
力
が
注
が
れ
、
特
に
一
八
八

0
年
代
に
は
、
無
償
、
宗
教
的
中
立
、
義
務
制
の
三

つ
を
茎
本
原
則
と
し
た
公
教
育
制
度
が
整
備
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

請
を
背
景
に
、
従
来
の
限
ら
れ
た
、
狭
義
の
「
芸
術

政
策
」
か
ら
、
新
し
い
大
衆
社
会
時
代
、
高
度
産
業

社
会
に
対
応
し
た
、
よ
り
幅
の
広
い
「
文
化
政
策
」

に
向
か
っ
て
の
胎
動
が
現
れ
始
め
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
文
化
お
よ
び
文
化
政
策
へ
の
社
会
的

要
請
の
増
大
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
文
化
的
要
因
と
し
て
、
一
般
大
衆
へ
の

教
育
の
普
及
と
そ
の
水
準
の
向
上
に
伴
う
文
化
的
需

要

の

増

大

で

あ

る

。

}

第
二
は
、
経
済
的
要
因
で
あ
る
。
産
業
社
会
の
発

達
に
伴
い
一
般
大
衆
の
生
活
水
準
も
高
ま
り
、
生
活

r
、99
9
9
9
9
9
9
,
1

国
立
映
画
セ
ン
ク
ー
一

文
部
省
学
術
国
際
局
審
譲
官

第
三
共
和
制
時
代
の
文
化
政
策
は
、
「
b
e
a
u
x
,
a
r
t
s
J

と
い
う
言
葉
が
、
元
来
は
「
美
術
」
を
指
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
美
術
行
政
が
そ
の
中

心
で
あ
り
、
し
か
も
一
部
の
上
流
階
級
を
対
象
と
し

た
、
大
変
幅
の
狭
い
「
芸
術
政
策
」
で
し
か
な
か
っ

た
と
い
え
る
。

当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ジ
ラ

ー
ル
な
ど
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
政
策
研
究
者
達
は
、

「
政
府
は
芸
術
庁
の
活
動
を
通
じ
て
、
王
侯
貴
族
が

行
っ
て
き
た
よ
う
な
文
芸
擁
護
の
役
目
を
続
け
る
こ

と
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
国
家
の
公
式
祭
典

の
開
催
や
若
千
の
芸
術
家
へ
の
奨
励
援
助
を
行
う
と

と
も
に
、
演
劇
の
公
演
や
展
覧
会
の
開
催
に
よ
っ
て

限
ら
れ
た
少
数
の
パ
リ
の
『
エ
リ
ー
ト
』
に
程
度
の

高
い
娯
楽
を
提
供
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ

う
な
活
動
は
、
極
く
一
部
の
限
ら
れ
た
社
会
階
級
を

対
象
と
し
、
そ
し
て
そ
れ
は
社
交
的
性
格
、
パ
リ
の

上
流
社
会
の
た
め
の
社
交
的
儀
式
の
性
格
を
有
し
て

い
た
。
」
と
述
ぺ
て
い
る
。
（
註
1
)

宮
廷
時
代
の
文
化
政
策
は
、
ル
イ
王
朝
、
ナ
ボ
レ

オ
ン
帝
政
時
代
の
い
ず
れ
を
見
て
も
、
「
装
飾
的
」
「
誇

示
的
」
で
「
社
交
的
」
な
色
彩
が
強
い
が
、
第
三
共

の
基
本
的
ニ
ー
ズ
か
充
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

人
々
の
関
心
は
必
然
的
に
生
活
の
質
や
文
化
へ
と
向

け
ら
れ
て
く
る
。

第
三
は
技
術
的
要
因
で
あ
る
が
、
同
時
に
文
化
的

な
側
面
も
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
レ
コ
ー
ド
、
映

画
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
な
ど
新
し
い
技
術
の
開
発
に

伴
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
急
速
な
発
達
が
、
一
般
大
衆

を
文
化
に
目
覚
め
さ
せ
、
文
化
へ
の
社
会
的
需
要
を

つ
く
り
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
四
は
、
余
暇
時
間
の
増
大
と
い
う
社
会
的
な
要

因
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
ヴ

ァ
カ
ン
ス
は
、
か
つ
て
は
一
部
の
富
裕
な
有
閑
階
級

の
特
権
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
三

0
年
代
か
ら

次
第
に
一
般
に
も
有
給
休
暇
制
度
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
さ
ら
に
夏
季
の
い
わ
ゆ
る
グ
ラ
ン
ド
・

ヴ
ァ
カ
ン
ス
は
特
に
第
二
次
大
戦
後
、
一
般
大
衆
に

も
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
余
暇
の
増
大
は
、
当
然
、
大
衆
の
文

化
的
欲
求
を
か
き
た
て
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
五
に
、
や
は
り
社
会
的
な
要
因
と
し
て
、
産
業

社
会
の
高
度
化
に
伴
う
都
市
化
や
管
理
化
の
進
展
で

あ
る
。
都
市
化
や
管
理
化
が
進
む
と
、
人
々
は
一
方

で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
間
性
の
回
復
を
求
め
る
よ

う
に
な
り
、
都
市
の
文
化
的
環
境
へ
の
問
題
意
識
が

増
大
す
る
。

こ
の
よ
う
な
文
化
へ
の
社
会
的
な
要
請
は
、
旧
来

の
一
部
エ
リ
ー
ト
階
級
を
対
象
に
し
た
「
芸
術
政
策
」

か
ら
社
会
全
体
を
対
象
と
し
た
「
文
化
政
策
」
へ
と
、

国
家
の
新
た
な
積
極
的
な
役
割
を
必
要
と
す
る
に
い

現
代
フ
ラ
ン
ス
文
化
と
文
化
政
策
②

フ
ラ
ン
ス
文
化
政
策
の
中
枢

文
化
省

文
化
省
の
機
構
と
機
能

和
制
の
文
化
政
策
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
芸
術
を

社
会
の
「
装
飾
品
」
と
考
え
た
「
装
飾
的
芸
術
政
策
」

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

つ
づ
く
第
四
共
和
制
（
一
九
四
六
年
！
一
九
五
八

年
）
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は
同
じ
よ
う
な
流
れ

の
中
で
の
芸
術
政
策
の
時
代
で
あ
っ
た
。
一
時
「
青

少
年
・
芸
術
・
文
学
省
(
M
i
n
i
s
t
e
r
e
de la J
e
u
n
e
s
s
e
,
 

d
e
s
 
a
r
t
s
 
et 
d
e
s
 
l
e
t
t
r
e
s
)
J
が
設
け
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ご
く
短
期
間
で
廃
止
さ
れ
、
あ

と
は
教
育
省
の
芸
術
局
ま
た
は
外
局
の
芸
術
庁
と
し

て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
時
代
の
進
展
は
、
次
第
に
文
化
を
社
会
全

体
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
「
必
需
品
」
と

し
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的
要
請
に
対
応
す
ぺ
き
政
府
．

の
役
割
を
増
大
さ
せ
る
に
至
る
。

特
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
政
策
を
み
る
と
、
一
九

五
0
年
頃
を
境
目
に
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要

た
る
。一

九
五
九
年
、
第
五
共
和
制
の
発
足
と
と
も
に
、

フ
ラ
ン
ス
に
初
め
て
文
化
省
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
時
代
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
要

請
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
て
、
当
時
教
育
省
の
所
管
下
に
あ
っ
た
芸
，

術
庁
の
芸
術
文
学
局
、
建
造
物
局
、
古
文
書
局
と
、

産
業
省
に
属
し
て
い
た
国
立
映
画
セ
ン
タ
ー
を
ま
と

め
、
独
立
し
た
「
文
化
省

(
M
i
n
i
s
t
e
r
e
d
e
s
 a
f
f
a
i
r
e
s
 

c
u
l
t
u
r
e
l
l
e
s
)
」
と
し
て
設
置
を
み
る
に
い
た
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
文
化
政
策
史
上
、
こ
こ
に
よ
う
や
く
独

立
し
た
、
本
格
的
な
文
化
行
政
機
関
が
、
ア
ン
ド
レ
・

マ
ル
ロ
ー
を
大
臣
に
迎
え
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
文
化
省
創
設
当
初
の
機
構
は
、
図
1
の

と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
名
称
も
「
文
化
・
環

境
省
」
と
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
文
化
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
省
」
に
な
っ
た
り
し
な
が
ら
、
今
日

ま
で
そ
の
機
構
の
拡
充
が
図
ら
れ
、
現
在
の
「
文
化

省

(
M
i
n
i
s
t
e
r
e
d
e
 
l
a
 c
u
l
t
u
r
e
)
」
に
い
た
っ
て
い

る。
例
え
ば
、
芸
術
・
文
学
総
局
は
そ
の
後
、
発
展
的

に
解
体
さ
れ
て
各
分
野
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

局
と
し
て
再
編
成
さ
れ
、
ま
た
音
楽
部
局
や
図
書
部

局
が
、
順
次
拡
充
整
備
さ
れ
て
独
立
の
局
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
文
化
振
興
調
整
基
金
が
新
設
さ
れ
た

り
、
国
立
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ー
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
創
設
以
来
過
去
二
十

ー
「
芸
術
政
策
」
か
ら
r
文
化
政
策
」
へ

文
化
省
の
創
設

植

木

浩

疇’,．
- 1 3― ---12一



年
間
の
文
化
省
の
機
構
の
変
遷
と
発
展
に
は
目
を
み

は
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
こ
の
間
、
文
化
大
臣
も
交
代
し
、
現
在
の
ジ

ヤ
ソ
ク
・
ラ
ン
グ
大
臣
は
、
マ
ル
ロ
ー
か
ら
数
え
て

ち
ょ
う
ど
＋
人
目
に
当
た
る
。

文
化
省
の
現
在
の
機
構
は
、
図
2
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
そ
の
組
織
の
中
核
は
、
文
化
の
各
分
野
を
担

当
す
る
七
つ
の
局
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大

別
す
れ
ば
、
文
化
財
関
係
と
芸
術
振
輿
普
及
関
係
の

二
つ
に
く
く
る
こ
と
か
で
き
る
。

文
化
財
関
係
ー
—
ー
古
文
書
局
、
博
物
館
局
、
図
書

局
、
文
化
財
局

芸
術
振
興
普
及
関
係
演
劇
芸
能
局
、
音
楽
局
、

美
術
局

な
お
映
画
行
政
に
つ
い
て
は
、
文
化
省
附
属
機
関

で
あ
る
国
立
映
画
セ
ン
タ
ー
が
、
同
時
に
内
局
的
な

機
能
も
果
た
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
「
タ
テ
ワ
リ
」
の
分
野
別
内

部
部
局
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
行
政
管
理
、
企
画
、

調
整
、
調
査
な
ど
重
要
な
行
政
機
能
を
果
た
す
「
ヨ

コ
ワ
リ
」
の
機
能
局
か
二
つ
あ
る
。

総
務
局
人
事
、
予
算
、
管
財
、
法
規
、
計
算

機
処
理

文
化
振
興
局
企
画
、
調
整
、
調
査
、
文
化
振

興
、
国
際
関
係

こ
れ
ら
は
日
本
流
に
言
え
ば
大
臣
官
房
の
機
能
を

果
た
し
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
れ
ら
と
別
に

大
臣
官
房
が
あ
り
、
日
本
の
行
政
組
織
と
は
異
な
っ
て

い
て
、
大
臣
と
進
退
を
と
も
に
し
て
い
る
一
群
の
職

あ
る
。
文
化
省
は
従
来
か
ら
図
書
局
を
有
し
て
図
書

行
政
を
担
当
し
て
き
た
か
、
今
回
こ
れ
を
強
化
す
る

た
め
、
図
書
局
の
管
下
に
国
立
固
書
館
を
置
く
こ
と

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
化
省
の
行
政
活
動
は
、
そ
の
行
政
機
構
図
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
先
す
文
化
・
芸
術
の
分
野
に
よ

っ
て
、
音
楽
、
演
劇
、
美
術
、
映
画
、
図
書
、
文
化

財
、
海
物
館
等
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

れ
を
「
分
野
別
」
の
タ
テ
ワ
リ
と
す
れ
ば
、
文
化
行

政
を
「
機
能
別
」
に
ヨ
コ
ワ
リ
に
分
類
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

通
常
、
次
の
よ
う
な
五
つ
が
文
化
省
の
五
大
主
要

機
能
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
普
及

(
c
o
n
s
e
r
v
a
t
i
o
n
e
t
 
d
i
f
f
u
,
 

s
i
o
n
 d
u
 p
a
t
r
i
m
o
i
n
e
)
 

芸
術
創
造

(
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
a
r
t
i
s
t
i
q
u
e
)
 

文
化
活
動

(
a
c
t
i
o
n
c
u
l
t
u
r
e
l
l
e
)
 

人
材
養
成

(
[
o
r
m
a
t
i
o
n
)

行
政
管
理
運
営

(
a
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
o
n
)

こ
の
ほ
か
に
研
究

(
r
e
c
h
e
r
c
h
e
)

と
い
う
分
類
を

加
え
る
場
合
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
機
能
が
、
ど
の
部
局
で
行
わ
れ
て
い
る

か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
普
及
文
化
財
局
、
博
物
館
局
、

古
文
書
局
、
図
書
局
、
国
立
映
画
セ
ン
タ
ー
等

芸
術
創
造
音
楽
局
、
演
劇
芸
能
局
、
美
術

局
、
図
書
局
、
国
立
映
画
セ
ン
タ
ー
等

文
化
活
動
文
化
振
興
局
、
音
楽
局

フ
ラ
ン
ス
文
化
政
策
の
中
枢
か
文
化
省
で
あ
る
こ

と
は
、
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
て
も
な
い
。
し
か
し
「
文

化
」
の
意
味
を
広
義
に
と
ら
え
た
場
合
、
文
化
省
以

外
の
多
く
の
省
も
、
文
化
関
連
の
行
政
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
で
き
る
。
そ
の
主
要
な
い
く
つ
か

を
例
示
し
て
み
る
と
、

教
育
省
学
校
教
育
の
各
段
階
に
お
い
て
、
芸

術
教
育
や
文
化
活
動
の
実
施
を
所
管
し
て
い
る
ほ
か
、

文
化
関
係
の
人
材
養
成
も
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
学
校
建
設
費
の
一
％
を
建
物
の
芸
術
的
装

飾
に
充
て
る
こ
と
と
し
た
、
有
名
な
「
一
％
運
動
」

は
、
一
九
五
一
年
に
教
育
省
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

あ
る
か
、
現
在
で
は
こ
の
方
式
は
全
省
庁
に
適
用
さ

れ
、
文
化
省
と
各
省
の
協
力
の
も
と
に
実
施
さ
れ
て

い
る
。自

由
時
間
省
「
自
由
時
間
省
(
M
i
n
i
s
t
e
r
e
d
u
 

t
e
m
p
s
 l
i
b
r
e
)
」
と
い
う
の
は
変
っ
た
名
前
で
あ
る
か
、

い
い
か
え
れ
ば
余
暇
•
青
少
年
・
ス
ポ
ー
ツ
省
と
て

も
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
青
少
年
団
体
の
文
化
活
動

へ
の
援
助
、
全
国
に
―
二

0
0
あ
る
「
青
少
年
文
化

の
家
」
に
対
す
る
援
助
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
文

化
省
の
所
管
し
て
い
る
「
文
化
の
家
」
に
比
べ
る
と

r

こ
の
「
青
少
年
文
化
の
家
」
の
規
模
は
ず
っ
と
小
さ

い
か
、
各
種
の
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

各
省
文
化
関
連
行
政
と
文
化
省

貝
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
臣
と
各
局
間
の

政
策
の
調
整
等
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
文
化
省
に
は
、
多
数
の
附
属
機
関
か
あ
る
が
、

中
央
に
お
け
る
文
化
行
政
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

次
に
挙
げ
る
三
機
関
が
特
に
璽
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

国
立
映
画
セ
ン
タ
—

(
C
e
n
t
r
e

n
a
t
i
 a
n
a
l
 
d
e
 
l
a
 

c
i
n
e
m
a
t
o
g
r
a
p
h
i
e
)
 

一
九
五
九
年
文
化
省
設
置
と
と
も
に
、
当
時
の
産

業
省
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
で
、
映
画
行
政
を
担
当

し
、
映
画
の
振
興
、
映
画
規
制
、
映
画
産
業
へ
の
財

政
援
助
、
映
画
文
化
財
の
保
存
普
及
等
を
行
っ
て
い

る。
文
化
振
興
調
整
基
金

(
F
o
n
d
s
d
'
i
n
t
e
r
v
e
n
t
i
o
n
 

c
u
l
t
u
r
e
l
l
e
)
 

各
省
、
地
方
公
共
団
体
、
民
問
団
体
な
と
に
ま
た

か
る
実
験
的
、
独
創
的
な
文
化
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
応
し
、
単
年
度
予
算
方
式
の
技
術
上
の
制
約

や
各
省
間
の
し
ぎ
り
を
超
え
て
、
機
動
的
、
弾
力
的

に
財
政
援
助
を
す
る
た
め
の
基
金
で
一
九
七

0
年
に

設
置
さ
れ
た
。
文
化
省
に
そ
の
事
務
局
か
憧
か
れ
、

予
算
も
文
化
省
に
計
上
さ
れ
て
お
り
、
後
は
ど
述
べ

る
よ
う
に
、
各
省
に
ま
た
が
る
省
際
的
、
調
整
的
機

能
を
有
し
て
い
る
。

国
立
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ー
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー

(
C
e
n
t
r
e
n
a
t
i
o
n
a
l
 
d
'
a
r
t
 
e
t
 
d
e
 
c
u
l
t
u
r
e
 

G
e
o
r
g
e
s
,
P
o
m
p
i
d
o
u
)
 

一
九
七
七
年
に
開
館
し
た
総
合
的
な
機
能
を
有
す

る
現
代
芸
術
文
化
の
殿
堂
で
、
美
術
館
、
図
書
館
、

人
材
養
成
音
楽
局
、
美
術
局
、
演
劇
芸
能

局
、
文
化
振
典
局
、
国
立
映
画
セ
ン
タ
ー
等

行
政
管
理
運
営
総
務
局
、
文
化
財
局
等

テ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
、
音
響
研
究
所
、
フ
ィ
ル
ム
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
は
か
文
化
省
の
附
属
機
関
等
と
し
て
は
、
国

立
古
文
書
館
、
国
立
図
書
館
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
、

コ
メ
デ
ィ
ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
劇
場
、
パ
リ
・
オ
ペ

ラ
劇
場
、
国
立
パ
リ
高
等
音
楽
院
、
国
立
高
等
美
術

学
校
、
国
立
セ
ー
プ
ル
陶
器
製
造
所
を
は
じ
め
、
多

数
の
文
化
関
係
機
関
を
持
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
文
化
省
は
フ
ラ
ン
ス
の
各
地
域
ご
と
に
地

方
文
化
局
を
設
置
し
て
お
り
、
本
省
、
附
属
機
関
、

地
方
文
化
局
等
を
含
め
、
全
体
と
し
て
は
大
変
大
き

な
祖
織
を
構
成
し
て
い
る
。

一
九
八

0
年
一
月
現
在
で
文
化
省
管
下
全
体
の
職

員
数
は
七
九

0
0
名
に
の
ぼ
り
、
う
ち
＿
割
余
り
が

本
省
内
部
部
局
等
に
、
残
り
の
九
割
近
く
が
、
附
属

機
関
、
地
方
文
化
局
等
に
属
す
る
。
（
註
2
)

こ
れ
ら
文
化
省
の
組
織
の
う
ち
、
ラ
ン
グ
新
文
化

大
臣
の
も
と
で
あ
ら
た
に
拡
充
整
備
、
所
管
換
え
に

な
っ
た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
は
‘
「
文
化
振
典
局
(
D
i
r
e
c
t
i
o
n
d
u
 d
e
v
e
l
o
p
p
e
,
 

m
e
n
t
 c
u
l
t
u
r
e
l
l
e
)
J
の
設
溜
一
で
あ
る
。
こ
の
部
の
前

嬰
と
し
て
「
文
化
振
興
部
(
M
i
s
s
i
o
n
d
u
 d
e
v
e
l
o
p
p
e
・
 

m
e
n
t
 
c
u
l
 t
u
r
e
l
l
e
)
」
が
存
在
し
て
い
た
が
、
ラ
ン
グ

文
化
大
臣
の
重
点
政
策
の
―
つ
で
あ
る
文
化
の
地
方

分
散
、
地
方
文
化
振
興
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
た
め
、

ま
た
文
化
政
策
の
綜
合
調
整
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、

局
に
昇
格
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
国
立
図
書
館
「
(
B
i
b
l
i
o
t
h
e
q
u
e
n
a
t
i
o
n
a
l
e
)
」

を
教
育
省
の
所
管
か
ら
文
化
省
に
移
管
し
た
こ
と
で

股
業
省
1

農
業
教
育
の
一
環
と
し
て
、
農
民
に

対
す
る
文
化
関
連
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

対
外
関
係
省
文
化
省
の
密
接
な
協
力
の
も
と

に
国
際
文
化
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的

な
事
業
に
つ
い
て
は
、
両
省
の
指
導
・
援
助
を
受
け

て
い
る
「
フ
ラ
ン
ス
対
外
芸
術
協
会

(
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n

f
r
a
n
<
;
a
1
s
e
 
d
'
a
c
t
i
o
n
 
a
r
t
i
s
t
i
q
u
e
)
」
に
実
施
さ
せ
て

い
る
。こ

の
よ
う
な
各
省
の
文
化
関
連
行
政
に
つ
い
て
の

調
整
は
、
必
要
に
応
じ
て
設
け
ら
れ
て
い
る
「
文
化

振
興
調
整
基
金
各
省
委
員
会
L

や
「
文
化
財
各
省
委

員
会
」
な
ど
各
省
間
委
貝
会
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い

る
ほ
か
、
文
化
省
に
置
か
れ
て
い
る
「
文
化
振
興
局
」

か
調
整
機
能
を
担
当
し
て
い
る
。

文
化
振
典
局
の
代
表
は
、
各
省
の
文
化
関
連
行
政

や
社
会
・
経
済
計
画
、
国
土
・
地
域
計
画
の
策
定
等

に
参
画
し
て
い
る
ほ
か
、
対
外
芸
術
協
会
の
国
際
交

流
事
業
に
つ
い
て
も
、
対
外
関
係
省
と
と
も
に
企
画

か
ら
実
施
ま
で
参
加
し
て
い
る
。

先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
七

0
年
に
「
文
化

振
典
調
整
甚
金
」
が
設
置
さ
れ
、
各
省
等
に
ま
た
が

る
文
化
関
係
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
補
助
金
が
支
出
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

基
金
の
予
算
は
文
化
省
、
そ
の
管
理
も
文
化
省
が

行
っ
て
お
り
、
各
省
委
員
会
の
甚
本
方
針
の
も
と
に

運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
設
立
以
来
十
年
た
っ
た
今
日
、

こ
の
基
金
か
設
置
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
文
化
関
連
行

政
に
お
け
る
各
省
間
お
よ
ぴ
中
央
と
地
方
の
風
通
し

と
協
力
態
勢
は
大
変
改
善
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

- 1 5― -14― 



図 2 フランス文化省中央機構図(1982年） 文化省資料に基づさ作成

（人事，会計，法規．等）

文化振興調整基金

国立ジョルジュ・ボンピドー
芸術文化センター

（調査研究，文化振興，地方，国際等）

国
立
図
書
館

国
立
織
物
製
造
所

国
立
セ
ー
プ
ル
陶
器

製
造
所

国
際
芸
術
交
流セ

ン
タ
ー

[
 国

立
現
代
芸
術
甚
金

国
立
美
術
学
校

ー
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
、
主
T
オン、

、
パ
リ
東
、
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
）

国
立
裔
等
美
術
学
校

国
立
高
等
装
飾
芸
術
学
悛

在
ロ
ー
マ
・
フ
ラ
ン
ス
，

ア
カ
デ
ミ
ー

局

文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー

考
古
学
研
究
セ
ン
タ
ー

以
上
の
よ
う
に
、
文

化
政
策
を
担
当
す
る
文

化
省
を
中
心
に
し
て
、

文
化
関
連
行
政
は
広
く

各
省
に
ま
た
が
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
が
、
ジ
ャ

ッ
ク
・
ラ
ン
グ
文
化
大

臣
は
、
各
省
協
力
し
て

フ
ラ
ン
ス
文
化
の
ル
ネ

ノ
サ
ン
ス
に
向
っ
て
進

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
在
、
ど
の
省
と
い
え

ど
も
こ
の
新
し
い
文
化

の
闘
い
か
ら
逃
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
い
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、

「
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
文

化
大
臣
は
一
人
で
は
な

い
。
四
十
四
人
の
文
化

大
臣
か
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
」
と
、
ラ

ン
グ
大
臣
一
通
り
の
表

現
を
使
っ
て
強
調
し
て

い
る
。
（
註

3
)

そ
し
て
こ
の
よ
う
な

広
大
な
領
域
に
わ
た
る

文
化
行
政
、
文
化
関
連

行
政
全
体
の
中
で
、
文

化
省
は
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
文
化
省
は
こ
れ
ら

の
推
進
力

(irnpuls
ion)
、
想
像
力
(
i
m
a
g
i
n
a
t
i
o
n
)
の

中
心
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
文
化
省
は
関
係
各
省
に

よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
い
わ
ば
ま
と
め
役
に
な
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
グ
文
化

大
臣
の
哲
学
で
あ
り
、
「
文
化
省
論
」
で
も
あ
る
。

註
1
A
s
p
e
c
t
s
d
e
 
la 
p
o
l
i
t
i
q
u
e
 
c
u
l
t
u
r
e
l
l
e
 

f
r
a
n
g
a
i
s
e
(
U
n
e
s
c
o
)
I
 
0
-
I

―
ペ
ー
ジ

註
2

L

a

pol i
 
t
i
q
u
e
 
c
u
l
t
u
r
e
 Ile 
e
n
 
F
r
a
n
c
e
 

(
U
n
e
s
c
o
)
ニ
―
ペ
ー
シ

註
3

ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
グ
文
化
大
臣
の
国
民
譲
会

に
お
け
る
一
九
八
二
年
度
予
算
説
明

な
お
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

大
臣
級
の
ボ
ス
ト
が
四
十
四
あ
る
。

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
右
の
註
に
記
し
た
も

の
の
ほ
か
、
左
記
の
諸
資
料
等
を
参
考
に
し
た
。

W
o
r
l
d
 C
o
n
f
e
r
e
n
e
 
o
n
 
C
u
l
t
u
r
a
l
 
P
o
l
i
c
i
e
s
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i
t
u
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a
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n
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V
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v
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u
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i
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u
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文
化
政
策
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
た
め
に

必
要
な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
ま
た

大
変
な
仕
事
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
化
政
策
の

先
進
国
と
も
い
う
べ
き
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
同
様

で
あ
る
・

と
く
に
、
経
済
や
産
業
へ
の
効
果
を
明
確
に
説
明

し
や
す
い
経
済
政
策
に
比
較
し
て
、
そ
の
性
質
上
、

具
体
的
な
効
果
を
説
明
し
に
く
い
文
化
政
策
に
あ
っ

て
は
、
予
算
の
確
保
は
さ
ら
に
大
変
で
あ
る
。

ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
の
片
腕
と
い
わ
れ
た
初
代
文
化

大
臣
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
で
さ
え
、
文
化
予
算
の

増
額
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る。
一
九
五
九
年
創
設
当
初
の
文
化
省
の
予
算
は
、
そ

れ
以
前
に
教
育
省
や
産
業
省
に
分
散
し
て
い
た
文
化

関
係
子
算
を
移
管
し
、
ま
と
め
て
溝
成
し
た
も
の
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
か
っ
て
新
し
い
文
化
政
策
の

ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
と
文
化
予
算

理
想
に
燃
え
て
い
た
マ
ル
ロ
ー
に
と
っ
て
は
、
と
う

て
い
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
マ
ル
ロ
ー
は
、
早
々
、
文
化
省
予
鈴
の
増

額
を
各
方
面
に
説
い
て
廻
っ
た
が
、
口
ぐ
せ
の
よ
う

こ．
 「

二
文
を
二
倍
に
し
て
も
、
六
文
に
し
か
な
ら
な

。

V
…

・
:
L
 

と
、
思
い
切
っ
た
文
化
省
予
算
の
増
額
の
必
要
性
を

主
張
し
た
。

そ
の
結
果
、
文
化
省
予
算
が
政
府
予
算
全
体
に
凸

め
る
割
合
は
、
一
九
五
九
年
度
に

O・
三
五
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
、
翌
一
九
六

0
年
度
に
は

O・

三
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
地
加
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ

る。
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
の
文
化
政
策
の
中
で
、
最

も
雌
か
し
い
業
粕
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
地
方
に
お

け
る
文
化
の
振
興
・
普
及
の
拠
点
と
し
て
、
「
文
化
の

家

(
m
a
i
s
o
n
d
e
 
la 
c
u
l
t
u
r
e
)
」
を
構
想
し
、
そ

の
設
四
を
計
画
的
に
推
進
し
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

文
化
省
予
算
の
変
遷

文
部
省
学
術
回
際
局
審
訊
官

マ
ル
ロ
ー
は
、
国
民
議
会
に
お
い
て
、
す
み
や
か

に
全
フ
ラ
ン
ス
の
各
県
に
、
一
っ
ず
つ
「
文
化
の
家
」

を
設
置
す
る
必
要
を
訴
え
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
演

説
し
た
。

「
皆
さ
ん
、
私
か
『
文
化
の
家
』
の
た
め
に
要
求
し

て
い
る
予
算
額
は
、
高
速
道
路
一
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

分
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
わ
が
フ
ラ
ン
ス
は
、
か
つ

て
あ
る
時
代
に
は
、
世
界
第
一
級
の
文
化
国
家
で
あ

り
ま
し
た
。
•
•
•
…
こ
の
僅
か
な
額
で
、
や
が
て
一
0

年
後
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
再
び
世
界
最
高
の
文
化

（注）

国
家
の
地
位
を
と
り
も
ど
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
」

こ
こ
で
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
文
化
省
の
資
料
に
基
づ

き
、
文
化
省
創
設
以
来
、
現
在
ま
で
の
予
算
の
移
り

変
わ
り
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

先
す
図
1
は
、
過
去
二

0
年
間
に
お
け
る
文
化
省

予
算
の
推
移
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
同
省
資
料
に

よ
れ
ば
、
一
九
七
八
年
の
時
点
で
、
文
化
省
予
算
は
、

植

木

：牛
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表六
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
先

ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド

l
i

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴
う
予
算
の
増
加

が
主
な
原
因
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
か
ら
は
、
文
化
省
予
算
が
政
府
全
体

の
予
算
に
占
め
る
割
合
は
、
次
第
に
下
降
傾
向
を
た

ど
り
、
一
九
八
一
年
に
は

0
•

五
パ
ー
セ
ン
ト
台
を

割
っ
て
、
0
•
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
下
っ
て
し

ま
う
。し

か
し

r

ミ
ソ
テ
ラ
ン
政
権
に
な
っ
て
か
ら
、
す

で
に
本
月
報
一
月
号
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ミ
ッ

事 項 1981年

図 司
芦

文

博

ャ3

勿

，
ー
サ
'

美

演

音

財

館

術

劇

楽

映画・ 視聴覚

五
円
）
で
あ
っ
た
が
、
一

九
八
一
＿
年
に
は
、
こ
れ
か

五
九
億
九
四

0
0
万
フ
ラ

ン
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

倍
増
の
内
訳
は
｀
表

2
の

と
お
り
で
あ
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
一
九
八

二
年
の
政
府
全
体
の
予
算

の
中
で
文
化
省
予
算
の
占

め
る
シ
ェ
ア
ー
は
、
前
年

の
0
•
四
九
パ
ー
セ
ン
ト

田 竺
ぷ

9
9
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図2
フランス文化省予算の分野別内訳ー1981年
（フランス文化省森料証veloppementculture I Iこ牡rつ

き作成）
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図 1 1960~81年 表 1 にび方 1 フて創
フランス文化省予算の推移 か て な が セ ラ ぉ 設

7ランス文化省査料developpement 1959~1983年フランス政府予算全体

culture! に基づき作成）
けいお四ン

に占める文化省予算のシェアーの推移
ンり以

（文化省裔料に基づき作成）
て る 0 トス‘来
の の 九 パ で 政 こ ‘

国は七 1 あ府れ総
立 ‘0セる全に計
ジ一年ンの体比で
ョつ代卜での較二
ルににも‘予し五

ジは文高文算て 0
ュ ‘化し、化の ‘ノぐ

・一省と省伸同 1

ポ 九 予 い 予 び じ セ
ン 七 算 う 算 は 期 ン
ピ三が゜の‘間ト

ト 1 急 増二に増
I七激 加ーぉと
芸五に 率〇けな
術年伸 のパるつ
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年 ％ 文化大臣

'1959 0 35 アンドレ・マルロー

1960 。,38 II 

1961 0 41 II 

1962 0 38 II 

1963 0 38 )) 

1964 0 39 J J 

1965 0 37 ！ ！ 

1966 0 36 II 

1967 0.40 ！ ！ 

1968 0 43 II 

1969 0 42 エドモンド，ミンュレー

1970 0 38 I/ 

1971 0 41 ジャソク・テュアメル

1972 0 48 II 

1973 0 55 モーリス・ドゥ Iレーオン

1974 0 61 アラン・ペイル7イ／卜つづいてシェIレギュイ

1975 0 56, I t ” 
1976 0 55 フランソワース・シルー

1977 0 56 ミンニル•ドルナ l

1978 0 56 ジャン・フィリ，プ・ルカ

1979 0 52 II 

1980 0 51 II 

1981 0.49 ジャ y ク・ラング

1982 0 75 II 

1983 IJ 79 II 

文
化
省
予
算
の
分
野
・

機
能
・
使
途
別
の
内
容

文
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
、
そ
れ
に
七
七
年
か
ら
の

同
セ
ン
タ
ー
開
館
に
伴
う
運
営
貨
の
増
が
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
一
九
七
六
年
か
ら
、
そ
れ
ま
で
大
学
庁
、
外

務
省
、
産
業
省
か
所
管
し
て
い
た
公
共
図
害
館
や
図

書
、
出
版
へ
の
援
助
か
文
化
省
に
移
管
さ
れ
、
こ
れ

が
ま
た
、
文
化
省
予
算
を
押
し
上
げ
る
要
因
の
一
っ

と
な
っ
て
い
る
。

次
に
フ
ラ
ン
ス

の
国
家
予
算
全
体

の
中
て
、
文
化
省

の
予
算
が
ど
の
よ
乙
-

う
な
シ
ェ
ア
ー
を
・
↑
ろ

占
め
て
い
る
か
、

そ
の
変
遷
を
見
て

み
よ
う
。

ア
ン
ド
レ
・
マ

ル
ロ
ー
文
化
大
臣

虹
喜
の
時
代
は
‘
一
九

五
九
年
か
ら
一
九

基
買
て

を
眺
し

六
九
年
ま
で
、
お

年
の
出

7
ン
鐸

197ラて
、7
け
よ
そ
一

0
年
棚
続

即
:
鱈
く
か
、
そ
の
間
の

葬
額
率

予
玲
位
4

文
化
省
予
算
の
シ

の
子
調

ェ
ア
ー
は
、
表
1i

図
の
の

の
度
定

か
示
す
よ
う
に
‘

こ
年
一

）
各
た

主
、
じ

・-nn （
し
応
お
お
む
ね

0
•

四

テ
ラ
ン
大
統
領

ラ
ン
グ
文

化
大
臣
の
ラ
イ

ン
で
文
化
政
策

が
最
重
点
事
項

の
柱
の
一
っ
に

と
り
あ
げ
ら
れ
、

文
化
省
予
算
は

一
挙
に
倍
増
さ

し
こ
。

オ
ナ

一
九
八
一
年

の
文
化
省
予
算

は
、
二
九
億
七

七

0
0万
フ
ラ

ン
（
現
在
、
一

フ
ラ
ン
は
約
三

国
立
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ー
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

（
写
真
ー
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
提
供
）

パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
＿
九
七
一
年
ま
で
続
く
が
、
一
九
七

二
年
か
ら
シ
ェ
ア
ー
は
上
昇
し
、
一
九
七
三
年
か
ら

一
九
七
八
年
ま
で
は
、
0
•
五
パ
ー
セ
ン
ト
台
が
続

＇，＼
9

-

九
七
四
年
は
、
と
く
に
突
出
し
て
い
て

O・
”
`
と

か
ら
、

0
・
七
五
バ
ー
セ
ン
ト
ヘ
と
、
刺
的
な
急
増

を
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

文
化
省
の
予
算
を
、
音
楽
、
演
劇
、
美
術
、
映
画
、

図
書
、
文
化
財
、
博
物
館
な
ど
、
「
分
野
別
」
の
タ
テ

ワ
リ
の
分
類
に
従
っ
て
そ
の
内
容
を
分
析
し
て
み
る

と
、
図

2
の
よ
う
に
な
る
。

音
楽
関
係
予
算
が
、
全
体
の
一
八
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
と
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
て
お
り
、
文
化
財
と

博
物
館
か
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。
一
般
行
政
管
理

経
費
を
除
け
ば
、
さ
ら
に
演
劇
関
係
そ
し
て
文
化
振

興
（
文
化
の
家
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ポ
ン
ピ
ド
ー
・
セ
ン

タ
ー
、
文
化
振
興
調
整
基
金
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

づ
）

海
基
成

8
こ
乍

19eH記

[[： 

3
ラ

ラ

調

2

図
フ
げ

-15― -14― 



ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ヨ
コ
ワ
リ
の
「
機
能
別
」
の
分

類
に
し
た
が
い
、
文
化
財
保
存
・
普
及
、
芸
術
創

造
、
文
化
活
動
、
人
材
養
成
な
ど
の
区
分
に
よ
り
、

文
化
省
予
算
を
分
析
す
る
と
、
因
3
の
と
お
り
で
あ

る。
文
化
財
保
存
・
普
及
関
係
予
算
が
全
体
の
約
四

0

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
首
位
で
あ
り
、
次
い
で
芸
術
創

造
関
係
予
算
（
音
楽
、
演
劇
、
美
術
な
ど
）
が
二
五
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
文
化
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
文
化
省
の

予
算
に
つ
い
て
、
こ
の
「
分
野
別
し
い
い
か
え

ラ
ン
グ
文
化
大
臣
は
、
一
九
八
二
年
に
お
け
る
文

化
省
予
算
の
倍
増
に
あ
た
り
、
八
三
年
に
は
、
文
化

省
予
算
を
是
非
と
も
政
府
全
体
予
算
の
一
パ
ー
セ
ン

ト
に
ま
で
も
っ
て
行
き
た
い
と
、
繰
り
返
し
言
明
し

て
い
た
。

八
三
年
の
文
化
省
予
算
は
、
こ
の
方
針
に
沿
っ
て

大
幅
に
増
額
さ
れ
、
総
額
六
九
億
九
ー

0
0
万
フ
ラ

ン
と
な
っ
た
。

だ
が
、
こ
れ
は
政
府
全
体
予
算
の

O・
七
九
パ
ー

セ
ン
ト
に
と
ど
ま
り
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
は
ま
だ
距

離
が
あ
る
数
字
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
八
三
年
の
政
府
予
算
全
体
の
伸
ぴ

率
か
―
-
．
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
る

と
、
文
化
省
予
算
は
一
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び

を
示
し
て
い
る
。
文
化
政
策
が
重
点
施
策
と
し
て
拡

充
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
は
、
今
や
新
た
な
文
化
の
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
に
着
手
し
始
め
た
…
・
:
」

と
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
ー
ラ
ン
グ
文
化
大
臣
は
高
ら

か
に
宣
言
し
て
、
新
し
い
文
化
政
策
を
打
ち
出
し
た
。

そ
の
数
々
の
大
胆
で
多
彩
な
構
想
に
は
、
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
る
。

オ
ル
セ
ー
駅
の
改
造
に
よ
る
一
九
世
紀
美
術
館
の

建
設
の
推
進
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
大
拡
張
改
修
計

画
、
パ
ス
テ
ィ
ー
ユ
広
場
へ
の
民
衆
オ
ペ
ラ
劇
場
の

図4 1981年フランス文化省予算分野・機能関連構造図
（フランス文化省査料晶veloppementculture!より）
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図 6

フランス文化省予算使途別内訳ー1982年
（文部省森料France,Uneambition 
nouvelle pour la cultureより ） 

文化関連総予算の概要ー1982年

（フランス文化省査料に基づき作成）

5
の
よ
う
に
な
る
。
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? 9 [ 
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の 運 予
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造費を
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「
文
化
」
の
意
味
を
広
義
に
と
ら
え
た
場
合
、
文
化

省
以
外
の
教
育
省
、
自
由
時
間
省
（
以
前
の
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
省
）
、
農
業
省
、
対
外
関
係
省
（
以
前
の
外

務
省
）
な
ど
多
く
の
省
庁
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
行

政
の
角
度
か
ら
、
文
化
関
連
の
行
政
を
行
っ
て
い
る

f
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す
て
に
設
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構
想
の
公
募
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政
政
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へ
の
転
換
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る

,
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,
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世
界
文
化
の
家
の
創
設
プ
ラ
ン
、
パ
リ
の
北
部
地
区
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
期
に
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の

'
文
化
の
新
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
緊
縮
財
政

へ
の
国
際
音
楽
都
市
の
設
置
計
画
な
ど
で
あ
る
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
標
榜
し
た
新
文
化
政
策
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
一
九
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
財
政
的
裏
付
け
を
は
た
し
て
実
際
に
ど
の
程
度
確
保

革
命
―

1
0
0
年
祭
お
よ
び
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
開
催
し
う
る
か
が
閥
題
で
あ
ろ
う
。

に
向
け
て
の
パ
リ
改
造
の
大
構
想
で
あ
り
、
夢
の
よ
一
九
八
二
年
度
、
文
化
省
予
算
の
倍
増
に
よ
り
、

う
な
大
計
画
で
あ
る
。
ま
た
地
方
に
つ
い
て
も
、
国
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
中
の
シ
ン
デ
レ
ラ
と
い
わ
れ
た
ジ

立
音
楽
院
の
増
設
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ま
で
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
グ
文
化
政
策
も
、
そ
の
前
途
は
、
決

つ

く

る

と

い

う

計

画

が

進

み

つ

つ

あ

る

。

し

て

容

易

で

は

な

い

と

思

わ

れ

る

。

し
か
し
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
状
態
は
、
貿
易

赤
字
の
増
大
、
フ
ラ
ン
の
国
際
競
争
力
の
下
落
、
失

業
の
増
加
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
苦
境
に
立
た
さ

れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

ミ
ソ
テ
ラ
ン
政
権
も
、
急
き
ょ
、
当
初
の
景
気
刺

激
・
拡
大
型
の
政
策
か
ら
引
き
締
め
・
縮
小
型
の
財

文
化
省
予
算
と
文
化
関
連
総
予
算

ロ
砂□] 口〕
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れ
ば
局
別
で
あ

る

と

「

機

301 
n l. 1 1 |5 5. 5 | 

み 4 さきよ関能
る - れ る う 係 別
とこて図にがヒ
‘の

い

図＾
る が一わの

作覧か相
を図成でる関

こ
と
は
、
既
に
本
月
報
二
月
号
に
お
い
て
述
べ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
広
い
意
味
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